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日本人の2人に1人がかかる*といわれる「がん」。
かつては「不治の病」と恐れられていましたが、医療技術の発展により、治る確率も高くなつています。

がんを克服する最大のポイントは、なんといつても「早期発見・早期治療」です。
*東京大学医学部附属病院 放射線科 准教授 緩和ケア診療部長 中川恵―著「ビジュアル版がんの教科書」

がんの5年相対生存率 0993年～1996年診断患勧 ■■■ 検診でがんが発見された場合

: 1検診以外でがんが発見された場合

結腸がん 直腸がん 撃Lがん      子宮がん (がんの種類)

がん研究振興財団fがんの統計 05J
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早期発見のために受診が勧められている「がん検診」は以下のとおりです。身体の部位によって検査方法が異なります。
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愛知県のがんの実態

■ がん
(悪性新生物)

心疾患

脳血管疾患

■ その他

愛知県でがんによりお亡くなりになる方は年間17,049人 と、全体の死亡原因の第一位となつています。
また、男性では肺・胃。大腸にかかる人が、女性では乳房・大腸・胃にかかる人が多くなつています。

愛知県における死因割合 愛知県における部位別罹患割合 (%)
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その他
6,011人

10.7% その他

厚生労働省平成20年人口動態統計(確定数) 愛知県のがん登録 (平成21年6月 )

がん対策基本法に基づき、国は「がん対策推進基本計画」を、愛知県では「愛知県がん対策推進計画」を策定し、「がん検診受診率50%」 を
目標としています。しかし、愛知県のがん検診受診率は次のとおりです。

女性特有のがんは、比較的若い年代からリスクが高くなります。

若い頃から定期的に検診を受けられることをお勧めします。

ご参考 :全国の女性特有のがん罹患数
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0 ※Pしがん」については上皮内がんを含む
※「子宮カウし」については子宮頚がな子宮体がん部位不明の子官がんのほか、子宮頸部の
上皮内がんを含む

国立 へヽ 究センター 黙ヽ 策情報センター「距か ヽ登録全国推計によるがん罹患データ」

愛知県の取り組み
愛知県における死亡原因の第1位は昭和55年以降、がんです。

がんによる死亡者数は年々増加し、約3人に1人の方ががんで亡くなつています。がんが県民の皆様の生命 健康にとつて重大な課題となつて

いる中、「がん対策基本法」に基づき、平成20年 3月 に「愛知県がん対策推進計画」を策定しました。

計画では、「年齢調整罹患率の10%減少と年齢調整死亡率の20%減少」「がん患者 家族の苦痛の軽減と療養生活の質の維持向上」を全体

目標としてかかげ、がんの予防 治療 研究の3つの分野において対策を進めています。

特に、がんは早期発見 早期治療が重要であることから、がんの早期発見に有効であるがん検診の受診率を50%以上とすることをめざして

います。

しかし、受診率は50%には及ばないのが現状です。多くの方が、がんに関する理解を深めるとともに、市町村におけるがん検診だけでなく、

職場においてがん検診の受診の機会を設けていただくなど、一人でも多くの方ががん検診を受けられるようにすることも大切です。

また、かつては不治の病と考えられていた小児がんも、近年では治療成績が向上し、治療後の生活に関する様々な問題が新たな課題として

浮かび上がってきています。このため、愛知県では、治療後の小児がん患児に対する医療従事者の連携や支援体制の整備など長期フォロー

アップの一環としての小児がん治療経験者に対する支援に努めています。

このリーフレットは「愛知県がん対策企業連携事業実施要綱」に基づく愛知県とアフラックの連携事案として作成・配布しています。
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1番 2号

アフラック愛知総合支社
〒451-6029愛知県名古屋市西区牛島町6-1
電話 052-217-9160
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8,419メ、
15.o%

愛知県のがん検診受診率

愛知県がん検診受診率 (2007年 )

例えば「乳がん」は

30歳代後半から

リスクが高くなり
40歳代の後半から

ビークを迎えます。
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